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論    文    の    要    旨 
 審査対象論文は、長寿命放射性核種ヨウ素 129 の環境中での分布・移行について、2011 年 3 月に発
生した福島第一原子力発電所から放出されたヨウ素 129 が降下した福島県内の陸域環境において調査
した結果をまとめたものである。第 1 章は環境中に存在するヨウ素 129 についての今までに分かっている





を調査し周辺環境との関係を同位体比の観点からの考察を述べている。第 5 章は事故由来のヨウ素 129
の土壌から水圏までの環境動態を第 3、４章で得られた結果と考察が述べられている。 











 第 3 章では福島第一原子力発電所から３０km 圏内の 11 地点で円柱状の土壌試料を採取して分画し
てヨウ素 129 の分析を行い、その深度分布からヨウ素 129 の重量期待深度α[g cm-2]と見かけの拡散係
数 D [g2 cm-4 d-1]を求めている。これらの値について同時に降下し移行したセシウム 137 との比較を行っ
ている。事故由来のヨウ素 129 の下方への移動速度を求めるため、ある畑において約 3 か月ごとに土壌
コアを採取し、深度分布の経時変化を追った。ヨウ素 129はセシウムに比べて移行速度が速く、その速度
は 0.81 g cm-2 yr-1と報告している。他の 10地点についてはそれぞれの重量期待深度αをヨウ素 129 と
セシウム 137 に対して求めたところ、チェルノブイリ事故で報告されているようにヨウ素 129 のほうが大きな
値を示しているが、福島では逆にセシウム 137 が速い場合もあることを明らかにした。この要因に土壌に









にろ過することで、全粒子状ヨウ素を 0.45μm 以上、0.45μm 未満から 10kDa 以上、10kDa 以下に分離
した。河川、溜池およびプールの各地点での水試料、周辺土壌および堆積物のヨウ素 129 の化学形態
別の存在割合と 129I/127I の値を比較検討している。河川においては、河川の全粒子分画と土壌の有機態
分画にヨウ素 129が約 80％含まれているが、全粒子分画の 129I/127Iは有機態分画と比較すると約 2桁程
度低い。一方で周辺土壌と比較すると河川堆積物の 129I/127I は河川に近いことを報告している。このこと
から、平常時の河川の 129I/127I は堆積物の影響を受けていることを明らかにしている。溜池においては、
溜池の全粒子分画と土壌の有機態分画にヨウ素 129が約 80％含まれており、両者の 129I/127Iが同じ値を
示すことから、溜池中の粒子状ヨウ素の 129I/127I は土壌由来の有機態が支配していることを明らかにして
いる。溜池のイオン性画分と周辺土壌の水溶性画分の 129I/127I はほぼ同じ値を示すことを明らかにしてい
















審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
 審査対象論文は、長寿命放射性核種ヨウ素 129 の環境中での分布・移行について、2011 年 3 月に発
生した福島第一原子力発電所から放出されたヨウ素 129 が降下した福島県内の陸域環境において調査
した結果をまとめたもので、得られた結果は大変重要な内容を含んでいるものと判断する。事故由来のヨ




池の 129I/127I は土壌有機物が支配的であるが、土壌と事故直後の雨水からの 129I、127I の混合によって決
まっていることを明らかにしている。溜池と周辺土壌中のヨウ素 129 は約 80％が有機態であり、大部分の






 平成 30年 2月 15日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
